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実行速度についても BERT と比較して 3 倍程度高速であることも確認された． 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関して，論文調査及び最終試験を行った．論文審査委員やその他の多数の聴
講者から，自然言語処理における本研究の位置づけ，提案手法の新規性や有効性の詳細，
今後の展開など，種々の質問がなされたが，いずれの質問に対しても論文提出者からの
満足な回答が得られた． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
